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２ 学校への適応感を高める年間指導計画の作成
生徒指導を展開していくことは，一人一人の児童生徒の自己指導能力をはぐくんでいくことでも

ある。そして，学校が一人一人の児童生徒に対して，組織的な生徒指導を展開していくためには，
生徒指導の方針・規準を明確にし，具体的にしておくことが必要である。そこで，学校楽シートを
活用して自己指導能力の育成を目指す年間指導計画を作成する段階から全教職員が作業に参画する
ようにして，意識を高めることでより一層共通理解・共通実践が図られる。
次の表は，「学校楽シート」で示した「学校への適応感を高める年間指導計画」である。各時期に

予想される児童生徒の状態と，その時期に特に必要と思われる観点のねらいが記してある。各部門
が年間指導計画を作成する際，「学校への適応感を高める年間指導計画」のねらいを押さえて作成す
ることで，自己指導能力の育成に向けた生徒指導が組織的・計画的に展開されることになる。

年間指導計画は，学校種の違いや学校の実態によって様々な項目で構成され，形式も異なってい
る。しかし，計画が確かな実践への拠り所として機能を果たすためには，指導する「時期」と「内
容」を記す必要がある。
次の表は，第６学年の年間指導計画である。学級活動は生徒指導のための中核的な時間であるこ

とから，項目の中に，「学級での活動」と「学年・全校での活動」を位置付けた。そして，各月の欄
には，「学校への適応感を高める年間指導計画」を基に，それぞれの活動内容を示した。
自己指導能力の育成を目指した計画性のある発展的な生徒指導を実現していくためには，年間指

導計画の果たす役割に着目して，共通理解を図り作成していくことが求められる。

育てたい内容

予想される

児童生徒の状態

友達との関係 教師との関係 学習意欲 自己肯定感 心身の状態
学級集団に

おける適応感
備 考

４
月

○ 環境の変化から不安に思っ

たり，孤立したりする。

○ 知り合い同士で相互依存し

やすい。

新しい人間関係のきっかけ

をつくることができるように

する。

気軽に話すことが

できるようにする。

夢や希望，目標を

もつことができるよ

うにする。

自分のよさについ

て考えることができ

るようにする。

自分の心身の状態

に目を向け不安や緊

張を軽減できるよう

にする。

自分の学級に親し

みをもつことができ

るようにする。

☆校内研修の実施

(具体的な内容例)

・ 人間関係づくり

の演習

・ 教育相談の進め

方

・ 事例研究

・ チーム支援の進

め方

・ アンケートや調

査法の扱い方及び

活用の方法

・ 児童生徒理解に

かかわる情報交換

☆学校楽シートの実

施

※ 各学期ごとに

実施する。

○ 少しずつ小集団を形成する

が，友達づくりに乗り遅れる

児童生徒が出てくる。

○ 集団より個人の活躍が目立

つ。

○ 前年度までの好ましくない

人間関係が顕在化する。

誰とでも協力できるように

する。

得意なこと，興味

関心のあることにつ

いて考えることがで

きるようにする。

５
月

○ 学級で互いをよく知り合う

ようになる。

○ いわゆる月病の時期。

簡単な自己開示をしたり，他

者を受け入れたりできるよう

にする。

自分の気持ちや考

えを，素直に話すこ

とができるようにす

る

自他の役割につい

て考えることができ

るようにする。

自分のストレスを

知り上手な対処法に

ついて考えることが

できるようにする。

６
月

○ 係活動が機能化し，友達関

係も深まる。

○ 少年団活動や部活動，行事

の疲労感から適応を欠く児童

生徒が出てきやすい。

学級の活動を通し

学級のよさに気付く

ことができるように

する。

７
月

○ 長期休業前で開放的な気持

ちになりやすい。

○ 長期休業中で生活のリズム

が乱れやすい。

目標をもって課題

に取り組むことがで

きるようにする。

個人や学級の成果

や努力を認め合うこ

とができるようにす

る。
８
月

９
月

○ 心身の成長が目立つととも

に相互に影響を受けやすい。

○ 少年団や部活動，学級や学

習への不適応が表面化する。

集団での活動を通して，他者

を理解し信頼できるようにす

る。

不安や悩みを相談

できるようにする。

相互に不安や悩み

を共感的に受け止め

ることができるよう

にする。

10
月

○ 創造性，企画性が発揮され

集団としてまとまりやすい。

○ 個人と集団との利害に矛盾

が出ててきやすい。

自分の思いや考えを自己開

示をしたり，他者を認めたりで

きるようにする。

これまでの成果を

振り返り，今後の目

標をもつことができ

るようにする。

集団での活動を通

して，相互に努力し

たことを認め合うこ

とができるようにす

る。

学級全員での取組

を通し，所属意識を

高めることができる

ようにする。

11
月

○ 学校行事がほぼ終了し，学

習への関心が高まる。

12
月

○ 学級への所属感や連帯感が

高まる一方，学習への不適応

感が起こりやすい。

職業や進路に関す

る意識を高めるよう

にする。

１
月

○ 新年を迎え，新たな気持ち

になる。

自己理解を深め，集団の中で

自己表現できるようにする。

自分の成長や感謝

の気持ちを伝えるこ

とができるようにす

る。

役割意識を高める

ことができるように

する。

喜怒哀楽などの自

分の感情を受け止め

その伝え方について

考えることができる

ようにする。
２
月

○ 現学級への所属意識や連帯

感が高まる。

○ 進級，進学，就職など新し

い環境への期待と不安が顕在

化する。
３
月

他者への感謝の気持ちや学

年に応じた自覚をもつことが

できるようにする。

１年を振り返り，

次年度への目標をも

つことができるよう

にする。

１年を振り返り，

嬉しかったことや頑

張ったことを認め合

うことができるよう

にする。

学級の１年間の成

果や努力してきたこ

とを認め合うことが

できるようにする。

学校への適応感を高める年間指導計画(各学年共通)
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月 月 ご と 基本的生活指導 主な行事 学級での活動 学年・全体での活動 備 考
の目標

み ん な と ○ 気持ちのよいあい ・始業式，入 ○ 学級開き（学活） ○ 始業式，入学式 ○ 学級のルール作り（学活）
仲 良 く し さつや返事 学式 ゲーム的な要素を含む抵抗 勇気付けの言葉を通して， 「自分がされて嫌な言動」，
よう ○ 名前の呼び方 ・家庭訪問 感の少ないふれあい活動を 節目を大切にし，自分のよ 「望ましいと考える言動」

・１年生を迎 行い，新しい人間関係のきっ さに気付き，夢や希望をも など児童の考えを反映させ
える会 かけをつくったり，学級に てるようにする。 て，教師ととともに設定で

親しみをもったりできるよ ○ １年生を迎える会 きるようにする。
４ うにする。 最上級生として企画及び運

営をすることで，１年生に
優しく接する自分のよさに
気付くことができるように
する。

月 ・いじめ問題 ○ 朝の会・帰りの会 ○ いじめ問題を考える週間 ○ 交通安全教室
を考える週 手の甲叩きジャンケンな いじめは絶対にしないこと 交 通 規 則 を 守 る 体 験 を
間 ど，短時間のふれあい活動 を確認したり，ふれあい活 通して，「自分の命は自分で守る」

・交通教室 を不特定多数の児童と繰り 動で自己開示をしたり，他 という意識をもてるように
返し行い，誰とでも協力し 者を認めたりできるように する。
て活動できるようにする。 する。

○ 「見つめよう，自分の心」 ○ 縦割り掃除
（学活） 下級生の世話をしながら，

ワークシート「心の温度計」 学校をきれいにし，自他の
を活用し，自分の心身の状 役割について考えることができるよ
態に目を向け，不安や緊張 うにする。
を軽減できるようにする。

生 活 の き ○ 正しい言葉遣い ・スポーツテ ○ 教育相談（学活） ○ 修学旅行 ※ 学校楽シートの実施
５ ま り を 守 ○ 集団行動 スト 自分の気持ちや考えを素直 学級やグループの活動を通 （１回目）

ろう ○ 身支度の整え方 ・修学旅行 に先生に話すことができるよう して，学級のよさに気付く 学期はじめの児童の実態を
月 にする。 ようにする。 把握して，学級及び個別へ

○ ｢ストレスとのつきあい方｣(学 の指導・援助に生かす。
活)自分のストレスを知り， 緊急な対応の必要な児童へ

上手な対処法を考えること は個別面談など，指導・援
ができるようにする。 助を進める。

時 間 を 大 ○ 学校生活の流れ（授 ・水難訓練 ○ 楽しい給食 ○ 水難訓練
６ 切 に 使 お 業の開始と終了，給 時間を決めて，グループ ルールを守って避難する体

う 食ほか） で会話を楽しみ，簡単な自 験を通して，「自分の命を集
月 ○ 家庭生活の流れ（学 己開示をしたり，他者を受 団で協力して守る」という

習とＴＶやゲーム， け入れたりできるようにす 意識をもてるようにする。
パソコンの時間） る。

安 全 な 生 ○ 正しい歩行（廊下， ・終業式 ○ 「もうすぐ夏休み」（学活） ○ 七夕集会（児童会）
７ 活 を し よ 道路） ・七夕集会 個人や学級の成果や努力 「願い事」の発表やふれあ
月 う ○ 校外での遊び ・水泳記録会 を認め合ったり，目標をもっ い活動などで簡単な自己開

８
規 則 正 し ○ 夏休みの生活のき ・ラジオ体操 て課題に取り組んだりする。 示をしたり，他者を認めた

月
い 生 活 を まり りできるようにする。
しよう （家庭生活の時間）
き れ い な ○ 身の回りの整理整 ・始業式 ○ 朝の会・帰りの会 ○ いじめ問題を考える週間 ○ 学級のルール作り（学活）
学 校 に し 頓（トイレのスリッ ・火災訓練 嬉しかった１分間話など いじめにかかる自分の思 児童の考えを反映させて１
よう パ） ・いじめ問題 ２人組で聴き合い，共感的 いや考えの発表やふれあい 学期のルールを加除修正でき

９ ○ ちりの始末 を考える週 態度を高めるようにする。 活動で自己開示をしたり， るようにする。
○ 掃除の仕方 間 ○ 教育相談（学活） 他者を認めたりできるよう ○ 火災訓練

月 不安や悩みを先生に相談した にする。 ルールを守って避難する体
り，児童が相互に共感的に受 ○ 運動会（練習） 験を通して，「自分の命を集
け止めたりできるようにす 運動会の企画・運営や練 団で協力して守る」という
る。 習を通して，他者を理解し 意識をもてるようにする。

信頼できるようにする。
も の を 大 ○ 持ち物の記名 ・秋季大運動 ○ 「学びの秋」（学活） ○ 一日遠足 ※ 学校楽シートの実施

10 切 に し よ ○ はきものの揃え方 会 これまでの勉強の仕方を 学級ごとに一緒に楽しく昼 （２回目）
月 う ○ 図書館の本の扱い ・一日遠足 振り返り，今後の目標をもつ 食をとることで，所属意識 児童の変容を把握し，学級

方 ことができるようにする。 を高めるようにする。 及び個別への指導・援助に生か
仕 事 に 責 ○ 当番，係の仕事 ・市小学校陸 ○ 児童総会 す。
任 を も と ○ 掃除の仕方 上記録会 学校をよくするための話合 結果の分析及び情報共有に

11 う ・児童総会 いやふれあい活動を通して， より，望ましい取組を学校
自分の思いや考えを自己開 全体に広げる。

月 示をしたり，他者を認めた
りできるようにする。

す す ん で ○ 冬休みの生活のき ・人権教育週 ○ 「私の未来予想図」（学活） ○ ひまわり集会（児童会）
12 体 を き た まり 間 就きたい職業や行ってみた 人権に関する発表やふれあ

えよう ・終業式 い仕事の情報をインターネット い活動で，自分の思いや考
月 で集め，進路に関する意識を えを自己開示をしたり，他

高めるようにする。 者を認めたりできるように
する。

礼 儀 正 し ○ 明るいあいさつと ・始業式 ○ 朝の会・帰りの会 ○ 児童会・委員会活動 ○ 学級のルール作り（学活）
くしよう 返事・言葉遣い サイコロトーキングなど 卒業に向け，５年生への引 児童の考えを反映させて２

○ 場にあった服装 で自己理解を深め，グルー 継ぎをしながら，役割意識 学期のルールを加除修正でき
１ ○ 食事中のマナー プや学級の中で自己表現で を高めることができるよう るようにする。

○ お金（お年玉）の きるようにする。 にする。 ※ 学校楽シートの実施
月 使い方 ○「私の気持ち・あなたの気 （３回目）

持ち」（学活） 年間を通した児童の変容を
喜怒哀楽などの自分の感 把握し，今後の指導・援助に生

情を受け止め，ソーシャル かす。
スキルトレーニングなどを 次年度の生徒指導計画立案
通してその伝え方について に生かす資料とする。
考えるようにする。

寒 さ に 負 ○ インフルエンザの ・持久走大会 ○ 「卒業に向けて」（学活） ○ 持久走大会 ○ 地震避難訓練
２ け ず が ん 予防 ・新１年生体 ６年間を振り返り，自分 個人の努力や学級の成果 ルールを守って避難する体

ばろう ○ ポケットから手を 験入学 の成長や感謝の気持ちを文 を認め合うようにする。 験を通して，「自分の命を集
月 出す 集や言葉などで伝えることが 団で協力して守る」という

できるようにする。 意識をもてるようにする。
１ 年 間 を ○ 春休みのきまり ・お別れ遠足 ○ 「卒業」（学活） ○ 卒業式
振 り 返 ろ ○ みんなで使ったも ・卒業式，修 ６年生としての１年間や 小学校生活を振り返り，

３ う のの整理整頓 了式 小学校生活で努力してきた 嬉しかったことや頑張った
○ 係・当番，学習， ことや成長できたことなど ことを認め合うとともに，

月 遊びなどの反省 を発表して認め合うように 中学校生活への目標をもつこと
する。 ができるようにする。

小学校第６学年年間指導計画(例)




